
豊太郎は なぜ手記 を書いた のか  

 

テーマ設 定の理由 は僕は豊 太郎がこ れだけ長 い手記を 書いたと  

いうこと は何か目 的があっ たからで はないか と思って それをし  

りたくな ったから です。  

 

結論は手 記を書い たのは豊 太郎が相 沢のこと を憎んで いてそれ  

を伝える ためにこ の手記を 書いたと いうこと です。そ してそれ  

を本文か らうかが える豊太 郎の性格 や、相沢 の行動か らのと豊  

太郎とエ リスの関 係の２点 で考えて みたいと 思います 。そして  

豊太郎が 手記を書 いている 時の気持 ちを考え てみたい と思いま  

す。  

 

まず豊太 郎の性格 について 、２８７ ページの ６行目の 「友に対  

して否と は答えぬ が常なり 。」から 分かるよ うに豊太 郎は友か  

らの頼み 事を断れ ないほど 自分の意 志の弱い 人間であ った。そ  

して大学 からの付 き合いで あった相 沢はその 性格を知 っていた  

その上で 相沢は豊 太郎にエ リスと別 れるよう に行った 、そして  

豊太郎は 断ること ができな かった。 豊太郎は 昔から自 分の人生  

を自分の 意志で決 めたこと がなく、 幼い頃か らの勉強 も、大学  

の法学部 に入った ことも、 ベルリン に来たの もただ人 がたどら  

せた道を 一筋にた どっただ けなので ある。だ からエリ スと別れ  

るときも 相沢に言 われた道 をたどっ てしまっ た。そし て相沢は  

大臣に豊 太郎には ドイツに 大切に思 っている 人はいな いと嘘を  

ついて、 大臣がそ のことを 豊太郎に 言った時 には豊太 郎の性格  

からして 断ること ができな い状況で あった。 そして、 そのこと  

を聞いた エリスは 精神的に 死んでし まった。 だから豊 太郎はエ  

リスを精 神的に殺 した相沢 を非常に 憎んでい る。それ は舞姫の  

最後の一 文からも わかる通 りである 。しかし 、豊太郎 の意志の  

弱さから 豊太郎は 直接相沢 にこのこ とを伝え ることが できず手  

記という 形で相沢 にこの憎 しみを伝 えようと している んだと思  

う。  

しかし、 どうして 意志の弱 いはずで ある豊太 郎がこの ような憎  

しみを伝 える為の 手記を書 いたのか 。そこで ２点目で ある。エ  

リスは豊 太郎を家 に住ませ る時や豊 太郎と一 緒に日本 に行きた  



いと言っ たときに 、母の心 を動かす くらい豊 太郎に強 い思いを  

持ってい たことが わかる。 つまりそ れほどエ リスは豊 太郎のこ  

とを愛し ていたの である。 だから子 供が出来 た時エリ スはとて  

も喜んだ し豊太郎 がロシア に行った ときは死 にそうと 手紙に書  

くくらい 悲しんだ 。そして 豊太郎も 同じくら いエリス を愛して  

いた。な ぜなら大 臣の誘い を断れな かった日 に豊太郎 は２、３  

週間も寝 込んでし まったか らである 。つまり エリスを 大切に思  

っていた 豊太郎が 自分の性 格のせい でエリス と子供を 残して旅  

立ってし まうのを 本当に悔 やんだか らだ。つ まり豊太 郎とエリ  

スは互い に大切に 思いあっ ていた。 だから相 沢のせい でこの愛  

が崩され たのを豊 太郎は心 の底から 憎んだの である。  

以上のこ とから豊 太郎は相 沢のこと をとても にくんで いるが自  

分では直 接言うこ とができ なくて手 記という 形で相沢 に憎しみ  

を伝えよ うとして いるんだ と思いま す。そし てこの手 記を書い  

ている時 の豊太郎 はエリス をとても 愛してい たことか ら今もエ  

リスのこ とを心配 し離れ離 れになっ たことを 悔やんで いるんだ  

と思いま す。それ と同時に 相沢への 憎しみが 抑えきれ ず最後の  

一文に「 一点の彼 を憎む心 今日まで ものこれ りけり。 」とい言  

葉を残し たんだと 思います 。  

 

しかし豊 太郎はこ の深い心 の悲しみ は手記に 書いても なくなる  

ことはな いと書い ているの にそれを 知ってい てなぜ今 までの自  

分ならや らなかっ たような ことをし たのか、 という新 たな疑問  

も出てき たのでこ のことに ついては また機会 があった ら考えた  

いです。  

 


